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■入浴関連事故の現状～消費者庁ニュースリリース ～

●浴室での溺死者数は11年間で約7割増加
●入浴中の急死者数は約19,000人
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■家庭の浴槽での溺死者数の推移
～交通事故死者数との比較～

溺死者数は 約1.7倍に

交通事故死者数は 約半分に

・飲酒運転等の厳罰化
・車の安全性能の向上

出典：厚生労働省人口動態調査
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■ヒートショック件数～都道府県別～
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・入浴事故の約80％は「浴槽内」で起こっています。

・浴槽内の事故の発見は「家族」が多く、「長時間経過」により気づくことが多い。

〈出典：入浴事故防止対策調査研究委員会『平成12年度調査研究報告書』東京救急協会，平成13年3月〉

【どこで？】 【誰が？】 【どのようにして？】

■入浴事故について・・・発生場所と発見までのプロセス
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入浴事故の主な原因は「高温入浴」「長時間入浴」「気づきの遅れ」。

■入浴事故について・・・主な要因

ヒートショック

【要因】

高温入浴：急激な温度変化*

血圧上昇⇒心臓への負担

のぼせ

【要因】

長時間の入浴：温度感覚の鈍り

血圧低下⇒意識障害

入浴事故

同居家族の気づきの遅れ

気づき
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３つの主な要因に３つの機能で、入浴事故に対策します！

■見まもり機能

ヒートショック のぼせ

入浴事故

気づき

ゆるやか浴機能
①−2℃でお湯はり
②入浴を検知して設定温度までたきあげ

自動入浴タイマー機能
①入浴を検知
②入浴時間をリモコンに表示
③5分経過でお知らせ音

浴室モニター機能
①入室を検知⇒台所リモコン、白ランプ点灯
②入浴を検知⇒台所リモコン、オレンジランプ点灯

+入浴時間表示

スタンダードプレミアム
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■消費者庁News Release(平成29年1月25日）

（２）湯温は41度以下、湯に漬かる時間は10分までを目安にしましょう。
（６）入浴する前に同居者に一声掛け、同居者は、いつもより入浴時間が

長いときには入浴者に声掛けをしましょう。


